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ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
毎
日
繰
り
返
す
こ
と
が
、
人
生
や
職
場
を
大
き
く
変
え
る
き

っ
か
け
に
な
る
と
知
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
取
り
組
み
ま
す
か
。『
一
日
一
回
、
同
じ

時
間
に
、
同
じ
場
所
で
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
が
、
奇
跡
的
な
効
果
を
生
み
出

す
』
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
人
の
美
点
を
一
日
一
個
み
つ
け
る
。
百
円
玉
を
一

日
一
枚
倹
約
す
る
。
ゴ
ミ
を
一
日
一
つ
拾
う
、
等
な
ど
探
せ
ば
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
自
体
は
、
取
り
立
て
て
難
し
い
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
人
の
良
い

と
こ
ろ
を
見
続
け
れ
ば
人
間
関
係
に
変
化
が
現
れ
、
ゴ
ミ
を
一
つ
拾
う
こ
と
で
も
、
環

境
の
美
化
に
も
繋
が
る
は
ず
で
す
。「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
で
す
。
遠
大
な

計
画
で
あ
っ
て
も
、
一
歩
一
歩
積
み
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
実
現
出
来
ま
せ
ん
。
職
場

内
に
お
い
て
も
一
つ
一
つ
気
づ
く
も
の
が
あ
る
筈
で
す
。
良
い
事
は
毎
日
続
け
る
、
改

善
し
た
い
も
の
が
あ
れ
ば
一
日
一
回
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
な
が
ら
改
善
作
業
を
進
め
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
職
場
で
の
危
機
管
理
に
も
繋
が
る
の
で
す
。
最
近
、
多
く
の
企

業
体
で
、
不
祥
事
が
相
次
ぎ
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
、
何
気
無
く
働
い
て
い
る
私

達
の
周
囲
に
も
、
事
故
や
ミ
ス
を
犯
す
危
険
性
は
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま

す
。
失
敗
を
起
こ
す
第
一
の
原
因
は
「
慣
れ
」
で
す
。
人
間
は
環
境
へ
の
適

応
力
が
高
い
生
物
で
す
が
、
危
機
的
な
状
況
に
も
い
つ
の
間
に
か
、
順
応
し
、

危
機
へ
の
感
度
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
わ
か
っ
て
い
る
さ
」
と
い

う
過
剰
な
意
識
、
傲
慢
さ
が
悪
し
き
慣
れ
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。
第
二
の

原
因
は
「
忘
れ
る
こ
と
」
で
す
。
忘
れ
た
時
に
や
っ
て
来
る
の
が
、
思
わ
ぬ

事
故
で
す
。
過
去
に
貴
重
な
失
敗
を
経
験
し
て
い
て
も
、
そ
の
時
の
思
い
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
時
が
危
な
い
の
で
す
。
失
敗
の
忘
却
を
防
ぐ
に
は
職
場
内

で
の
毎
日
一
回
の
申
し
送
り
で
す
。
職
場
内
外
施
設
の
見
回
り
、
入
居
者
の

身
辺
の
観
察
を
怠
ら
な
い
事
で
す
、
単
純
な
作
業
で
も
慣
れ
や
先
入
観
に
と

ら
わ
れ
な
い
で
、
続
け
る
事
が
危
機
管
理
・
安
全
対
策
の
基
本
な
の
で
す
。

心
を
引
き
締
め
て
、
一
日
一
回
、
一
日
一
善
と
い
う
目
標
を
立
て
て
実
行
す

る
。
そ
の
積
み
重
ね
を
忘
れ
ず
に
仕
事
に
臨
み
た
い
も
の
で
す
ね
。 
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平成 19年 

１０月発行 

施設駐車場入り口にあるさるすべ

り(百日紅)の樹花が満開となりまし

た。開設 4年目にして、初めて見事

に咲きました。とても綺麗でした。 
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 十

月
十
三
日
（
土
）
秋
晴
れ
の
中
、
来
春
に
綺
麗
な
花
を

咲
か
せ
て
と
願
い
を
込
め
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を

入
居
者
の
皆
さ
ん
で
植
え
ま
し
た
。
入
居
者
様
が
ひ
と
り

一
個
ず
つ
し
っ
か
り
と
手
で
植
え
込
み
最
後
に
上
土
を
掛

け
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
入
居
者
様
か
ら｢

早
く
、
綺
麗
な

花
を
み
た
い
ね｣

と
か｢

ど
ん
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
の

か
し
ら｣

な
ど
来
春
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

                  

                     

毎
月
定
期
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る｢

カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部｣

の
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
は
皆
様
に

楽
し
く
歌
っ
て
頂
く
事
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
一
般
的
に
は
ス
ト
レ
ス
解
消
が
良
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
、
歌
を
唄
う
事
に
よ
り
、
肺

機
能
や
腹
筋
の
働
き
を
良
く
す
る
事
や
、
懐
か
し
い
音
楽

を
聴
く
事
に
よ
り
、
そ
の
曲
に
付
随
し
た
記
憶
が
蘇
っ
た

り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

   

十
月
十
九
日
（
金
）
午
後
二
時
三
〇
分
よ
り
、
厨
房
よ

り
出
火
を
想
定
し
た
火
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
避
難
に

際
し
ま
し
て
は
、
二
階
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
歩
行
可
能
な
入
居

者
様
を
除
き
、
職
員
が
背
負
い
階
段
を
降
り
て
避
難
を
致

し
ま
し
た
。
全
員
の
非
難
が
終
了
し
、
全
員
の
人
数
を
確

認
し
て
自
衛
消
防
隊
長(

施
設
長)

に
報
告
し
て
非
難
訓
練

は
終
了
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
人
職
員
二
名
に
よ
る

消
火
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。 

                  

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
の
球
根
を
植
え
ま
し
た
。 

「
避
難
訓
練
」 

「
カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部
」 
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今
月
よ
り
、
理
事
長
が
医
院
開
業
よ
り
三
十
年
間
、
年
二
回

患
者
さ
ん
等
に
宛
て
た
『
暑
中
見
舞
葉
書
（
一
口
健
康
メ
モ
）』

と
『
年
賀
葉
書
（
現
代
の
養
生
訓
）』
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

 

『
現
代
の
養
生
訓
』 

 

昭
和
六
二
年 

年
賀 

年
寄
り
の
冷
や
水 

冷
や
水
を
浴
び
る
と
、
皮
膚
の
血
管
は
収
縮
し
血
液

は
臓
器
に
流
れ
込
ん
で
血
圧
を
上
げ
る
。
健
康
な
若
い

人
に
は
諸
器
官
の
機
能
を
活
発
に
し
刺
激
に
な
る
が
、

高
血
圧
の
人
や
高
齢
者
に
は
急
激
に
心
臓
に
負
担
を
か

け
危
険
で
あ
る
。
古
来
、
お
年
寄
に
向
け
ら
け
た
敬
愛

の
情
は
、
年
輪
に
裏
打
ち
さ
れ
た
知
恵
に
あ
っ
た
は
ず
。 

ほ
ど
ほ
ど
。
し
か
し
今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

    

平
成
二
年 

年
賀 

美 

健 

賢 

食 

人
は
皆
、
美
し
く
健
康
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
、
正
し
い
食
事
で
の
健
康
管
理

を
忘
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。 

食
の
歴
史
を
た
ず
ね
、
老
人
の
知
恵
と
教
訓
を
今
日

の
食
卓
に
賢
く
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。
適
度
な
運
動

を
中
心
に
塩
分
、
糖
分
、
脂
肪
お
よ
び
、
嗜
好
品
の
過

剰
摂
取
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

    

昭
和
五
八
年 

年
賀 

ガ
ン
予
防
対
策
一
二
ヶ
条 

① 

偏
食
を
し
な
い
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
摂
る
。 

② 

同
一
食
品
を
繰
り
返
し
て
は
と
ら
な
い
。 

③ 

食
べ
過
ぎ
な
い
。 

④ 

深
酒
し
な
い
。 

⑤ 

喫
煙
は
少
な
く
す
る
。 

⑥ 

適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
を
と
る
。
繊
維
を
と
る
。 

⑦ 

塩
分
を
と
り
過
ぎ
な
い
。
あ
ま
り
熱
い
物
は
食
べ
な
い
。 

⑧ 

ひ
ど
く
焦
げ
た
部
分
は
食
べ
な
い
。 

⑨ 

か
び
の
は
え
た
も
の
は
食
べ
な
い
。 

⑩ 

過
度
に
日
光
に
あ
た
ら
な
い
。 

⑪ 

疲
労
は
避
け
る
。 

⑫ 
体
を
清
潔
に
保
つ
。 

   

平
成
四
年 

年
賀 

皮
膚
は
最
大
の
臓
器 

皮
膚
は
、
か
ら
だ
を
守
る
最
前
線
で
、
外
敵
か
ら
内

臓
を
守
る
大
切
な
防
御
機
構
を
持
っ
た
組
織
で
す
。
健

康
か
不
健
康
か
、
顔
の
色
を
み
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
即

ち
、
皮
膚
か
ら
内
臓
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
む
こ
と
が
で

き
、
皮
膚
は
〝
内
臓
の
鏡
〟
と
言
わ
れ
る
の
も
そ
の
為

で
す
。 

―
素
肌
美
人
及
び
美
身
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
ー 

    

平
成
十
二
年 

年
賀    

平
成
十
二
年
四
月 

介
護
保
険
が
発
足 

医
療
保
険
の
他
に
新
し
く
介
護
保
険
の
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。
日
常
生
活
で
の
介
護
・
支
援
を
要
す
る
方
々

の
た
め
の
保
険
で
す
。 

介
護
保
険
の
申
請
→
訪
問
調
査
→
か
か
り
つ
け
医
意

見
書
→
審
査
→
認
定
→
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
作
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
の
説
明
や
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
等
に
つ
い
て
も
、
か
か
り
つ
け
医
の
当
院

に
ご
相
談
下
さ
い
。 

   

平
成
七
年 

年
賀 

健
康
の
た
め
の
歩
行
（
散
歩
） 

飽
食
の
時
代
と
な
り
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、
肥
満

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
食
事
療
法
も
大
切
で
す
が
健
康

の
た
め
の
、
簡
単
な
運
動
療
法(

散
歩)

を
紹
介
し
ま
す
。 

｢

基    

本｣  

ス
ピ
ー
ド: 

八
〇
～
一
〇
〇
㍍
／
分 

（
一
〇
〇
～
一
三
〇
歩
／
分
） 

距    

離: 

三
㎞
／
日 

｢

ス
テ
ッ
プ｣  

① 

一
日
一
〇
分
位
か
ら
開
始 

 

二
～
三
日
毎
に
一
〇
分
程
度
増
加 

 

一
〇
～
十
四
日
か
け
て
一
日
の
目
標

値
に
到
達
さ
せ
る 

｢

心 

拍 

数｣ 

一
二
〇
／
分
を
超
え
な
い
強
度
で
行
う 

※
週
一
回
の
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
運
動
療
法

と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

『
一
口
健
康
メ
モ
』＆
『
現
代
の
養
生
訓
』の
紹
介 

① 
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薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
に
住
む
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
の｢

杉
浦

ピ
ー
子｣

・｢
稲
村
ピ
ー
子｣

ち
ゃ
ん
で
す
。
二
羽
の
イ
ン
コ
は

色
も
同
じ
で
す
が
、
全
く
の
他
人
（
他
鳥
？)

で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
御
主
人
が
御
自
宅
で
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
御
主
人

が
望
洋
荘
へ
入
所
さ
れ
た
時
に
一
緒
に
引
っ
越
し
て
来
ま
し

た
。
望
洋
荘
開
設
の
時
で
す
の
で
、
も
う
す
ぐ
四
年
に
な
り

ま
す
。
鳥
の
年
齢
と
し
て
は
か
な
り
の
ご
高
齢
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
つ
い
最
近
ま
で
は
、
正
面
玄
関
前
で
御
来
荘

の
お
客
様
を
お
出
迎
え
し
て
い
ま
し
た
の
で
す
が
、
御
主
人

が
毎
日
、
餌
と
水
を
取
換
え
る
の
に
近
く
の
方
が
便
利
と
い

う
事
で
、
今
は
二
階
の
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
に
移
り
住
ん
で

い
ま
す
。
今
も
毎
日
、
元
気
に｢

ピ
ー
子
ち
ゃ
ん｣

と
か｢

お
は

よ
う｣

と
か
話
し
を
し
て
い
ま
す
。 

             

 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
に
住
む
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
の｢

ブ
ー
子｣

ち
ゃ
ん
で
す
。
今
年
の
夏
よ
り
住
み
着
い
て
い
ま
す
。
最
初

は
一
〇
セ
ン
チ
程
度
で
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て

今
で
は
倍
ぐ
ら
い
に
成
っ
て
い
ま
す
。
夜
行
性
で
す
の
で
、

日
中
は
あ
ま
り
活
動
し
ま
せ
ん
が
、
餌
（
ミ
ミ
ズ
や
市
販
の

ザ
リ
ガ
ニ
の
餌
）
に
飛
び
つ
く
速
さ
は
凄
い
で
す
。 

             

 

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
午
前
十
一
時
三
〇
分
～ 

 
 

全
ユ
ニ
ッ
ト
「
芋
煮
会
」
正
面
玄
関
前 

十
一
月
二
三
日
（
金
）
午
前
二
時
～ 

 
 
 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
「
紅
葉
狩
り
」
小
玉
ダ
ム 

十
一
月
二
七
日
（
火
）
午
前
十
一
時
～ 

 
 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
「
食
事
会
」 

十
一
月
二
八
日
（
水
）
午
後
十
二
時
三
〇
分
～ 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」 

十
一
月
三
〇
日
（
金
）
午
前
十
時
～ 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
「
暮
ら
し
の
伝
承
郷
」 

【
十
一
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

十
一
月
五
日
（
月
）
午
前
十
時
～ 

 
 

豊
間 

十
文
字
芳
子
様
（
九
五
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
五
日
（
月
）
午
前
十
時
～ 

 
 

四
倉 

高
橋 

信
子
様
（
九
二
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
八
日
（
木
）
午
前
一
〇
時
～ 

 
 
 

勿
来 

根
本 

喜
美
様
（
八
六
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
二
〇
日
（
火
）
午
後
三
時
～ 

 
 
 

勿
来 

箱
崎 

清 

様
（
七
五
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
二
四
日
（
土
）
午
後
三
時
～ 

 
 
 

豊
間 

本
導
マ
サ
ヨ
様
（
百
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
二
四
日
（
土
）
午
前
九
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

四
倉 

佐
藤 

榮
子
様
（
八
二
歳
）
誕
生
会 

 
 

 

十
一
月
二
五
日
（
日
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

永
崎 

星
野 

之
一
様
（
七
四
歳
）
誕
生
会 

 

十
一
月
二
七
日
（
火
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

薄
磯 

大
平
ふ
み
よ
様
（
九
三
歳
）
誕
生
会 

 

              

「
望
洋
荘
に
は
こ
ん
な
住
民
も
い
ま
す
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平
成
十
九
年
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月
三
十
一
日
発
行 

発
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い
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き
市 平
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磯
三
十
九
番
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さ
く
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護
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人
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望
洋
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０
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‐
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十
一
月
の
行
事
予
定 

大きい籠にいる方が｢稲村ピー子｣です。特徴と

しては不慮の事故で片足を失っています。｢杉浦

ピー子｣は気性が荒く、噛み付き行為があります

ので御注意下さい。 

今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 


